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　公益社団法人全日本トラック協会はこのほど、事
業用トラックが第 1 当事者となった死亡事故件数を
都道府県ナンバー別（車籍別）に 1 万台当たりの数
値に換算し、平成 26 年～ 28 年の 3ヵ年の推移を
示したデータを公表した。
　それによると、全国平均では、26 年が 2.7 件、
27 年が 2.5 件と年々減少傾向をみせており、28 年
は 2.1となったが、全ト協は車両 1 万台当たりの死
亡事故件数目標を「2.0 件」に設定しており、今後、
各都道府県トラック協会においては、「トラック事業に
おける総合安全プラン2009」の数値目標 2.0 件を

達成できるよう、さらなる交通事故防止対策に取り
組むことが求められる。
　都道府県別にみると、2.0 件の数値目標をクリア
できたのは 25 都県で、特に岩手県、山梨県、鳥
取県、島根県、沖縄県はゼロを達成した。
　車籍別の発生状況では、車籍地（県内）での
事故は 144 件、他県での事故は 114 件となって
いる。
　なお、このデータは全ト協ホームページ内「平成
28 年の交通事故統計分析結果」に掲載されてお
り、ダウンロードが可能となっている。
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